
西
ド
イ
ツ
企
業
に
お
け
る
労
働
者
取
締
役
一
一
一

1
そ
の

実
態
を
申

心
と
し
て
－
－

二

神
　
　
恭

　
目
　
　
次

一
、
序

二
、
労
働
者
坂
締
役
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
地
位

三
、
労
働
者
坂
締
役
の
所
管
の
実
態

四
、
包
括
的
共
同
決
定
の
聞
題

五
、
労
働
者
坂
締
役
の
人
的
背
景
（
以
下
次
号
）

六
、
行
動
の
傾
向
に
つ
い
て

七
、
労
働
者
坂
締
役
と
経
営
的
社
会
政
策
の
理
念

八
、
む
す
び

序

u
　
西
ド
イ
ツ
企
業
に
お
け
る
共
同
決
定
制
は
、
経
営
協
議
会
（
霧
巨
g
、
、
。
片
）
、
監
査
役
会
へ
の
被
用
者
代
表
の
選
出
（
向
目
誌
。
目
」
冒
目
帽
く
。
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

＞
ま
睾
；
一
…
彗
毒
・
幕
冨
『
冒
）
、
労
働
者
坂
締
役
（
苧
轟
誌
睾
宍
§
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
二
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
企
業
体
制
の
茎

ユ263
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本
構
造
か
ら
し
て
、
き
わ
め
て
「
劇
的
な
制
度
」
で
あ
り
、
発
足
当
時
か
ら
社
会
的
・
政
治
的
に
激
し
い
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
ら
は
、
す
で
に
一
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
今
目
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
「
政
治
的
に
熱
い
戦
い
の
制
度
」
で
あ
る
。

　
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
　
一
〇
年
以
上
に
わ
た
る
、
企
業
で
の
経
験
に
関
心
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諾
制
度
は
、
実
際
の
企
業
の
場
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
、
い
か
な
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
の
か
。
経
済
民
主
主
義
な
い
し
労
使
共
同
一
霊
肇
婁
g
き
）
の
理
念
は
、

企
業
の
な
か
で
は
た
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
実
態
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
テ
」
の
共
同
決
定
制
の
実
態
に
か
ん
す
る
研
究
は
、
ノ
イ
ロ
ー
に
し
た
が
う
と
、
む
し
ろ
西
ド
イ
ヅ
以
外
で
、
企
画
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

着
手
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ブ
ル
メ
ン
タ
ー
ル
、
ス
ピ
ロ
な
ど
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
一
方
「
ド
ィ
ツ
の
科
学
的
文
献
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
〕

お
い
て
は
、
デ
」
れ
ま
で
、
共
同
決
定
と
い
う
重
要
な
制
度
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
の
叙
述
し
か
な
い
…
■
L
と
い
う
奇
妙
な
有
様

で
あ
っ
た
。
だ
が
数
年
前
か
ら
は
、
西
ド
イ
ツ
で
も
、
経
験
的
研
究
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
詳
細
な
実
態
報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
〕

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ノ
イ
ロ
ー
の
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
か
れ
は
と
く
に
、
　
一
、
工
業
経
営
に
お
け
る
秩
序
の
様
式
変
化

（
馨
ξ
彗
2
冒
o
目
）
が
、
ど
の
程
度
、
歴
史
的
・
理
論
的
に
論
証
さ
れ
る
べ
き
現
象
で
あ
る
か
、
二
、
共
同
決
定
の
実
践
は
、
ど
の
く
ら
い

工
業
大
経
営
に
お
い
て
、
新
し
い
社
会
秩
序
（
ω
o
、
一
葭
一
〇
、
ま
旨
σ
目
）
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
三
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
重
大
な
状
況
の

な
か
で
、
新
し
い
経
営
様
式
の
形
、
灰
は
、
な
に
を
童
味
す
る
か
、
と
い
う
研
究
課
題
を
か
か
げ
、
鉄
綱
業
に
お
け
る
共
同
決
定
制
の
実
在

社
会
学
的
分
析
を
こ
こ
ろ
み
た
。

　
ま
た
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
の
産
業
政
策
研
究
所
（
－
冨
…
阜
豪
二
邑
冨
ξ
一
〇
二
一
己
Ω
署
雪
冨
宅
一
…
・
）
に
お
い
て
も
、
ホ
ィ
ク
ト
の
指
導
下

に
、
一
九
五
六
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
、
共
同
決
定
制
の
実
態
が
き
わ
め
て
精
力
的
に
調
査
さ
れ
た
。
と
く
に
ホ
イ
ク
ト
の
纏
め
た
膨

　
　
　
　
　
引

大
な
論
文
に
は
、
「
共
同
決
定
は
企
業
管
理
に
い
か
な
る
影
響
を
お
よ
ぼ
し
う
る
か
」
と
い
う
研
究
目
的
が
貫
か
れ
て
お
り
、
「
被
用
者
の

1264



共
同
決
定
が
、
ど
の
よ
う
に
投
資
の
種
類
と
範
囲
を
変
え
る
か
、
…
－
市
場
経
済
的
チ
ャ
ソ
ス
に
対
す
る
反
応
に
、
ど
の
よ
う
上
片
｛
影
響
を

お
よ
ぼ
す
か
、
－
…
」
と
い
っ
た
、
経
営
学
的
に
き
わ
め
て
興
味
深
い
問
題
が
、
数
多
く
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
研
究
課
題
の
類
似
し
た
、
ホ
イ
ク
ト
一
派
の
成
果
に
よ
り
な
が
ら
、
西
ド
イ
ツ
企
業
ト
」
お
け
る
共
同
決
定
制
の

実
状
を
検
討
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
小
論
で
は
、
ひ
と
ま
ず
労
働
者
坂
締
役
の
み
に
問
題
を
隈
定
し
、
企
業
の
人
事
制

度
（
ま
易
o
量
ξ
窪
彗
）
、
そ
の
他
に
対
す
る
、
そ
の
実
際
上
の
影
響
力
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
ほ
か
、
労
働
者
取
締
役
の
人
的
背

景
行
動
の
傾
向
に
も
言
及
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
＞
ま
①
豪
邑
篶
ぎ
暮
は
、
一
般
に
「
労
務
担
当
取
締
役
」
な
い
し
「
労
務
取
締
役
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
デ
」
こ
で
は
、

＞
ま
睾
＆
ぎ
ζ
暮
の
権
原
が
被
用
者
の
共
同
決
定
権
に
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
規
定
し
た
法
律
の
上
で
、
と
く
に
そ
の
職
務
範
囲
が
確
定

さ
れ
て
い
な
い
側
面
に
着
目
し
て
（
第
二
節
参
照
）
、
「
労
働
者
取
締
役
」
な
い
し
「
労
働
側
取
締
役
」
と
す
る
の
が
、
よ
り
適
切
で
あ
る
と

考
え
る
。
も
っ
と
も
＞
ま
①
豪
邑
冨
ζ
實
に
就
く
人
物
は
、
必
ず
し
も
労
働
者
出
身
で
は
な
い
の
で
、
「
労
働
者
坂
締
役
」
と
す
る
の

は
、
と
く
に
適
切
だ
と
は
い
え
な
い
。
け
れ
ど
も
、
以
下
で
論
ず
る
事
柄
は
、
す
く
な
く
と
も
「
労
務
担
当
坂
締
役
」
な
い
し
「
労
務
坂

締
役
」
と
し
て
お
こ
る
聞
題
で
は
な
い
。

13

注

〕！｛）2（〕3｛
　
○
暮
o
目
σ
雪
四
向
二
d
暮
竃
目
①
冒
昌
o
目
眈
麸
～
昌
冒
炉
o
お
団
己
竃
饒
o
目
目
目
｛
｝
暮
竃
｝
o
巳
自
目
①
目
一
ミ
ー
窃
一
量
o
o
目
岩
竃
．
ω
．
－
o
o
．
　
小
川
例
・
二
神
恭

一
訳
・
企
業
の
組
織
と
意
思
決
定
・
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
・
昭
和
三
九
年
・
二
一
頁
。

　
2
彗
－
o
戸
◎
二
－
〕
睾
冨
；
｝
〇
一
ユ
①
一
〕
詔
s
．
q
鼻
g
豊
g
自
目
町
q
彗
岸
σ
鶉
事
マ
斥
冒
g
ぎ
津
畠
邑
一
ミ
一
妥
目
目
胴
彗
宗
『
呂
津
悪
ω
饒
昌
冒
…
堕

凄
げ
ぎ
胴
①
目
岩
①
o
ー
く
o
『
ξ
o
『
け

　
西
ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
制
に
か
ん
す
る
7
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ソ
ス
の
文
献
と
し
て
、
ノ
イ
ロ
ー
は
つ
ぎ
の
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。
望
亘
昌
昌
亭
具
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46〕15 雲
1
、
　
（
u
o
庄
o
け
①
H
目
－
｛
目
印
弐
o
目
　
－
冒
　
　
“
す
①
　
（
｝
0
H
目
一
與
目
　
ω
け
o
o
－
　
H
目
o
自
ω
R
H
｝
－
　
］
z
o
≦
　
－
o
『
㎝
o
｝
　
－
㊤
蜆
①
…
　
ω
o
－
H
o
l
　
雪
’
－
．
1
　
↓
サ
①
　
勺
o
目
饒
o
ω
　
o
｝
　
〔
｝
o
H
－
自
與
目

O
O
O
⑭
↓
o
『
…
｝
目
固
ま
o
貝
　
雪
顯
峯
団
『
匝
ζ
目
－
く
①
『
ω
岸
｝
～
『
①
ω
ω
O
與
目
亭
ユ
山
閑
o
－
㊤
蜆
o
o
…
匡
頸
『
け
冒
－
凹
冒
目
－
葭
二
＞
O
片
す
O
『
津
㌣
印
目
匝
◎
『
血
貝
凹
旨
ぎ
顯
饒
O
冒
＾
目
O
0
H
目
量
目

竃
里
目
団
σ
q
o
目
5
目
け
ー
勺
ユ
目
o
g
o
目
－
㊤
蜆
㊤
一
－
顯
目
困
o
5
向
二
－
顯
O
o
o
目
o
ω
ユ
o
昌
①
昌
＞
昌
o
冒
量
習
9
ピ
饒
婁
－
o
｝
－
㊤
蜆
ド
　
こ
の
・
つ
ち
、
プ
ル
メ
ソ
タ
ー
ル
の

報
告
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
田
杉
、
市
原
教
授
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
高
瀬
荘
太
郎
編
・
労
使
協
力
と
会
杜
経
営
・
森

山
警
店
・
昭
和
三
一
隼
、
市
原
季
一
稿
・
西
独
企
業
に
お
け
る
共
同
決
定
の
実
態
・
P
R
第
九
巻
・
八
号
。

　
　
～
「
o
－
胴
F
　
勾
二
　
く
o
H
薫
o
H
け
　
甘
冒
“
　
曽
団
；
o
〆
”
　
勾
．
一
　
ω
o
N
山
団
－
七
〇
＝
巨
斤
　
則
①
『
　
q
目
片
①
H
目
o
巨
目
－
o
目
’
　
d
冒
一
①
『
　
o
①
目
一
　
向
…
目
由
自
籟
　
o
o
H
　
髪
山
己
〕
①
ω
饒
買
口
目
－
自
冒
o
胃
　
匝
o
『

＞
『
一
〕
①
冒
目
o
テ
目
－
o
「
　
　
宍
α
－
目
　
冒
目
o
　
◎
o
－
顯
匝
①
目
　
－
o
④
ω
．

　
　
之
g
－
o
戸
印
．
牢
o
．

　
　
く
o
箪
一
p
冒
①
董
亭
窃
巨
冒
昌
昌
お
〔
一
撃
苧
茅
葦
o
巨
畠
二
目
ら
彗
G
鼻
宰
富
巨
曽
長
彗
‘
嚢
目
①
＞
畠
ξ
窒
宗
『
嚢
目
皇
『
ぎ
長
o
自
ま
『

．
ζ
言
げ
o
閉
巨
－
旨
冒
－
亘
昌
胴
　
…
目
　
匡
“
H
　
■
仁
昌
色
o
㎝
H
①
勺
目
一
〕
＝
斥
　
】
）
蜆
量
一
ω
o
ブ
ー
與
目
匡
　
国
目
｛
　
邑
｝
o
　
ζ
胃
け
o
H
昌
血
－
昌
－
o
目
伽
｛
籟
｝
H
目
目
胴
’
　
－
目
“
　
ω
o
チ
H
山
H
一
〇
自
　
o
o
血
　
＜
o
H
o
－
目
血
　
｛
旨
『

ω
O
曇
旨
O
葦
河
Ω
窪
O
自
ω
O
麦
茅
・
冒
O
ω
O
き
茎
窒
O
易
9
き
0
5
一
Z
ら
二
匿
』
舎
．
N
昌
一
一
ぎ
O
ま
…
O
ミ
翼
涜
箒
H
；
；
塁
一
嘗
一
…
長
一

－
．
■
p
匡
轟
胴
．
峯
巴
冨
H
奉
o
豊
一
〇
〇
彗
．
宙
害
旨
目
H
㊤
s
．

266

二
　
労
働
者
取
締
役
の

フ
ォ
ー
マ
ル
な
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
L

　
　
労
働
者
取
締
役
の
権
原
は
、
被
用
者
の
共
同
決
定
権
（
；
亭
霧
弐
昌
昌
…
胴
聾
．
彗
巨
宣
．
芽
蔓
言
事
量
一
、
）
に
あ
る
。
経
営
管
理
の
代
表
機

驚
に
お
け
る
被
用
者
の
共
同
決
是
権
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
法
律
に
一
一
よ
っ
て
窺
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
週
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
邑
轟
O
霧
①
S
夢
胃
鼻
⑦
量
岸
げ
①
娑
冒
昌
…
α
q
皆
H
＞
ま
導
目
讐
旨
①
二
旨
α
竃
＞
冒
壷
O
巨
彗
筆
O
旨
昌
邑
く
O
易
＄
ま
彗
－
冒
ま
目

d
－
き
①
H
目
色
一
冒
①
目
ら
⑦
ω
宙
①
H
胴
σ
蠣
自
ω
ζ
目
o
ら
①
『
向
汰
①
冒
篶
目
φ
ω
け
印
－
－
①
『
N
①
冨
σ
q
①
目
ら
①
冒
－
旨
｛
q
吻
け
ユ
⑦
く
o
昌
N
］
．
．
］
≦
印
｝
H
⑩
蜆
］
1
（
－
≦
巳
〕
o
）
　
土
ハ

同
決
定
法
。
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註
ω
㊦
窪
①
冨
N
實
軍
口
q
ぎ
N
…
①
q
ま
吻
o
霧
①
旨
夢
胃
邑
①
冒
岸
げ
①
邑
彗
目
書
①
q
宗
『
＞
ま
9
言
g
冒
撃
ぎ
o
g
＞
自
置
o
葦
弩
津
彗

冒
目
守
く
o
轟
轟
目
｛
雪
宗
『
d
g
①
；
g
昌
g
ま
吻
｝
①
擾
蕃
毒
目
冒
o
宗
H
里
8
冒
自
冒
o
ω
s
巨
①
§
⑦
目
①
q
g
｛
窒
冒
o
易
言
－
①
く
o
冒
べ
・

＞
品
易
け
H
㊤
留
（
葦
高
品
o
）
共
同
決
定
補
足
法
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法
律
は
、
は
っ
き
り
と
、
あ
る
い
は
暗
黙
裡
に
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
法
律
を
参
照
す
る
デ
し
と
を
指
示
し
て
い

る
、
す
な
わ
ち
、

　
註
ω
o
①
8
s
饒
σ
窪
＞
斥
饒
g
匝
q
①
器
＝
竃
罫
津
竃
ゴ
邑
内
o
昌
昌
彗
隻
鼠
霧
①
＝
ω
o
ぎ
津
①
目
彗
｛
＞
ζ
μ
竃
く
o
昌
ω
o
・
盲
暮
鵯
H
岩
零

一
≧
｛
δ
）

　
萱
ω
o
馨
冨
ぴ
⑰
暮
ま
ま
g
①
o
嚢
二
ω
9
葦
g
昌
ぎ
ま
ω
g
曇
奉
g
豪
ぎ
長
き
昌
N
0
・
害
三
嚢
N
一
9
き
；
一

　
〇
易
＞
巨
α
q
⑦
昌
①
ま
①
｝
⑦
握
σ
q
窪
①
冨
く
o
昌
N
ト
ー
q
邑
一
〇
〇
雷
（
＞
宙
o
）

　
法
律
名
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
、
共
同
決
定
法
は
石
炭
業
と
鉄
綱
業
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
経
営
目
的
が
、
主
と
し

て
石
炭
・
褐
炭
・
鉄
鉱
石
の
採
掘
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
選
鉱
な
い
し
洗
鉱
・
コ
ー
ク
ス
化
・
融
合
・
煉
炭
化
に
あ
る
す
べ
て
の
企
業
は
、

同
法
の
適
用
を
う
け
る
（
竈
事
己
印
琴
竃
）
。
鉄
綱
業
で
は
、
い
わ
ゆ
る
統
一
会
社
（
里
目
｝
。
岸
、
①
q
。
腕
、
昌
、
。
ブ
国
ε
に
は
い
る
企
業
も
、
共

同
決
定
法
の
適
用
を
う
け
る
（
竈
ξ
二
σ
・
葦
；
）
。
た
だ
、
同
法
の
お
よ
ぶ
範
囲
は
、
株
武
会
杜
．
有
隈
責
任
会
杜
．
鉱
山
会
杜
に
か

ぎ
ら
れ
、
し
か
も
一
〇
〇
〇
名
以
上
の
従
業
員
を
も
つ
企
業
と
さ
れ
て
い
る
（
竈
＞
罫
ド
塞
け
竃
）
。
そ
し
て
同
法
の
二
二
条
に
よ
り
、

デ
」
め
法
律
の
適
用
下
に
あ
る
す
べ
て
の
企
業
に
あ
っ
て
は
、
．
労
働
者
取
締
役
が
任
命
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
労
働
老
貢
縞
往
の
任
余
は
萎
湊
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
に
お
い
て
は
、
労
働
者
敢
緕
役
の
任
命
が
な
け
れ
ぱ
、
頁
緕
侵
会
は
不
完

全
（
…
さ
＝
姦
艮
色
で
あ
る
。
労
働
者
取
締
役
の
選
任
は
監
査
役
会
で
お
こ
な
う
（
吻
s
峯
ε
9
葛
＞
ζ
o
）
。
坂
締
役
会
に
お
い
て
労
働

者
坂
締
役
を
欠
い
た
と
き
に
は
、
管
轄
の
裁
判
所
（
Ω
⑦
ユ
o
ε
が
、
そ
れ
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
吻
豪
≧
、
δ
）
。
労
働
者
取
締
役
が
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著
る
し
い
義
務
の
侵
害
を
な
し
た
り
、
正
常
な
経
営
管
理
活
動
を
欠
く
よ
う
な
場
合
、
監
査
役
会
は
そ
の
任
命
を
坂
り
消
す
権
利
を
有
す

る
（
吻
葛
芋
ω
．
ω
奏
δ
）
。
と
こ
ろ
が
共
同
決
定
法
に
よ
る
と
、
監
査
役
会
に
よ
る
労
働
者
坂
締
役
の
選
任
は
、
監
査
役
会
に
お
け
る
従

業
員
代
表
の
過
半
数
の
意
向
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
吻
冨
き
ω
」
ω
書
N
葦
竃
）
。

　
周
知
の
、
よ
う
に
、
労
働
者
坂
締
役
は
、
法
律
上
、
他
の
坂
締
役
と
同
権
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
公
共
の
利
益
を
考
慮
し
な
が
ら
、

値
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
℃
、
経
営
管
理
を
お
こ
な
う
義
務
が
あ
る
。
か
れ
が
こ
れ
を
犯
す
と
き
に
は
、
損
害
賠
償
の
責
が
あ
る
。

　
当
然
な
が
ら
、
労
働
者
坂
締
役
の
職
能
は
、
本
来
、
一
定
の
部
門
業
務
を
遂
行
す
る
デ
」
と
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
労
働
者
取
締
役

は
他
の
坂
締
役
と
同
権
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
活
動
は
、
根
本
的
に
は
、
包
括
的
で
あ
り
、
共
同
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
阜
ト
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
坂
締
役
の
職
務
範
囲
を
眼
定
す
る
こ
と
が
、
じ
つ
は
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
任
用
契
約

（
ξ
姦
昌
…
窃
き
葦
嵩
）
が
そ
の
よ
う
な
取
極
め
を
ゆ
る
す
（
吻
曽
く
ま
9
．
く
。
員
吻
富
＞
臣
－
ω
等
ト
＞
斥
δ
）
。
さ
ら
に
重
要
汝
点
は
、

各
敢
締
役
の
署
名
権
一
N
①
婁
…
轟
多
g
長
募
）
と
義
務
的
職
務
範
囲
は
、
定
款
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
労
働
者
坂
締
役
の
職
務
範
囲
が
、
原
則
的
に
は
、
任
用
契
約
と
定
款
を
通
じ
て
限
定
さ
れ
、
そ
の
共
同
決
定
活
動
が
規
定
さ
れ
う
る
う

え
に
、
業
務
規
程
i
こ
こ
で
は
取
締
役
会
規
則
で
あ
る
－
が
取
締
役
会
内
部
で
の
共
働
の
細
目
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
「
労
働
者

坂
締
役
は
、
法
的
代
表
権
を
も
つ
機
関
の
他
の
メ
ン
バ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
全
体
機
関
と
一
致
協
力
し
て
、
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
業
務
規
程
が
そ
の
細
目
を
き
め
る
」
（
冨
＞
茅
N
峯
亭
Ω
）
。

　
業
務
規
程
の
中
心
と
な
る
の
は
、
業
務
分
担
計
画
（
3
m
g
馨
署
葦
①
昌
…
胴
芭
彗
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
取
締
役
の
直
接
的
な
職
務
範
囲

を
き
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
監
査
役
会
ま
た
は
定
款
が
規
定
し
な
い
か
ぎ
り
、
取
締
役
会
み
ず
か
ら
が
そ
れ
を
作
成

し
う
る
デ
」
と
で
あ
る
。
監
査
役
会
と
は
異
な
り
、
取
締
役
会
は
根
本
的
に
非
平
等
の
構
成
で
あ
る
か
ら
、
他
の
坂
鰭
役
が
統
一
戦
線
を
つ

く
る
と
、
労
働
者
坂
締
役
は
多
数
決
に
敗
れ
る
。
こ
の
点
で
労
働
要
素
の
受
託
者
（
掌
曾
轟
邑
宵
ま
ω
霊
ζ
o
易
＞
｝
等
）
と
し
て
行
動
す

1268
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る
と
い
う
、
労
働
者
取
締
役
の
任
務
は
、
法
の
上
で
は
不
十
分
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
立
法
者
は
、
労
勧
者
取
緕
役
の

活
動
の
制
限
を
撤
嬢
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
労
働
者
坂
締
役
の
共
同
決
定
活
動
に
対
す
る
制
約
が
、
合
法
的
か
ど
う
か
は
、
個

々
の
場
合
に
判
決
に
委
ね
ら
れ
る
。

　
共
同
決
定
補
足
法
は
、
親
会
杜
（
U
碧
高
窃
①
自
o
ぎ
3
に
お
け
る
労
働
者
坂
締
役
の
法
的
地
位
を
規
制
し
て
い
る
。
と
く
に
そ
の
二
二

条
は
、
共
同
決
定
法
と
は
異
な
っ
た
規
定
を
な
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
そ
の
二
二
条
に
よ
る
と
、
支
配
会
杜
（
匡
o
；
轟
－

o
o
器
昌
ω
争
き
）
の
労
働
者
取
締
役
は
、
監
査
役
会
の
単
純
多
数
決
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
被
用
者
代
表
の
多
数
の
意
向
に
反
し
て
も
、
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
〕

さ
れ
ま
た
解
任
さ
れ
う
る
。
こ
の
点
で
、
補
足
法
は
一
歩
後
退
し
た
感
が
あ
り
、
ホ
イ
ク
ト
も
デ
」
の
規
制
を
「
共
同
決
定
の
水
増
u
」
と

の
べ
て
い
る
。
た
だ
現
実
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
ま
だ
お
こ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
労
働
者
取
締
役
の
任
期
は
最
高
五
年
で
あ
る
。
法
律
は
再
任
を
さ
ま
た
げ
ず
、
ま
た
実
際
に
も
再
任
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
任
期
お
よ
び
再
任
の
な
か
に
、
じ
つ
は
非
常
に
重
要
な
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
労
働
者
取
締
役
と
な
っ
て
い
る
人
が
、
高

給
の
地
位
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
監
査
役
会
に
い
る
被
用
者
代
表
た
ち
の
考
え
に
即
し
て
、
か
れ
の
冒
的
な
り
行
動
様
式
を
打

ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ホ
イ
ク
ト
が
い
う
よ
う
に
、
「
労
働
者
取
締
役
の
目
的
体
系
（
N
邑
毫
慧
目
）
に
お
い
て
、
あ
る
職
務
が
法
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釧

な
緊
迫
性
を
お
び
、
ほ
か
の
、
そ
れ
白
体
企
業
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
職
務
が
軽
視
さ
れ
る
に
い
た
副
」
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
法
律
は
、
じ
つ
は
労
働
者
取
締
役
の
職
務
領
域
を
確
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
法
の
選
ん
だ
概
念
か
ら
は
、
た
ん
に
、

労
働
者
取
締
役
は
、
取
締
役
会
に
お
い
て
、
杜
会
的
・
人
事
的
問
題
の
解
決
（
g
彗
畠
宗
・
8
註
一
昌
昌
匝
o
竃
碗
昌
竺
竃
軍
o
妻
昌
①
）
に

権
限
が
あ
る
、
と
推
論
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
ハ
ウ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
労
働
者
取
締
役
が
主
と
し
て
杜
会
・
人
事
制
度
（
蟹
註
一
二
邑

ま
易
o
量
尋
鶉
s
）
の
職
務
領
域
に
か
か
わ
る
と
い
う
事
態
は
、
立
法
の
強
制
的
結
果
で
は
な
い
。
か
れ
の
整
理
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

と
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
に
も
と
づ
く
。
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1
．
実
際
上
の
必
要
性
。

　
z
　
被
用
者
の
共
同
決
定
の
理
念
に
対
す
る
、
あ
る
程
度
あ
や
ま
っ
た
解
釈
、
な
ら
び
に
所
有
者
代
表
な
ら
び
に
被
用
者
代
表
の
一
定

　
　
の
行
動
様
式
。

　
ま
ず
最
初
の
理
由
に
つ
い
て
、
ハ
ウ
ッ
ク
の
説
明
を
き
こ
う
。
か
れ
に
よ
る
と
、
各
取
締
役
が
経
営
管
理
の
全
間
題
に
か
か
わ
る
ナ
」
と

は
、
企
業
規
模
が
拡
大
化
し
、
そ
の
活
動
が
複
雑
化
し
た
段
階
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
業
務
の

分
担
が
必
要
と
な
る
。
各
坂
締
役
は
一
定
の
領
域
に
対
し
て
、
，
と
く
に
責
任
を
も
？
」
と
と
な
る
の
は
、
理
の
当
然
だ
と
い
う
。
け
れ
ど

も
、
ハ
ウ
ッ
ク
の
説
明
で
は
、
な
に
ゆ
え
労
働
者
坂
締
役
が
、
杜
会
制
度
な
い
し
杜
会
・
人
事
制
度
に
か
か
わ
る
の
か
、
必
ず
し
も
あ
き

ら
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
か
れ
か
そ
う
し
た
領
域
を
担
当
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
従
業
員
の
利
益
が
も
っ
と
も
よ
く
み
た
さ
れ
う
る
と

一
般
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
つ
ぎ
に
第
二
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
ハ
ウ
ッ
ク
の
説
明
を
き
こ
う
。
労
働
者
坂
締
役
の
責
任
範
囲
を
限
定
す
る
場
合
、
支
配
的
な
意
見

に
よ
れ
ば
、
か
れ
が
社
会
制
度
の
後
見
人
と
な
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
共
同
決
定
の
理
念
に
は
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
、
従
業
員

層
の
利
益
は
み
た
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ハ
ウ
ツ
ク
に
よ
る
と
、
｝
」
の
よ
う
な
意
見
は
あ
や
ま
り
で
あ
り
、
経
済
民
主
主

義
の
理
念
を
誤
解
し
て
い
る
。
か
れ
の
見
解
に
し
た
が
う
と
、
共
同
決
定
が
毛
っ
と
も
よ
く
成
就
さ
れ
る
の
は
、
従
業
員
の
利
益
が
経
営

実
践
の
な
か
で
普
遍
的
に
実
現
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。
こ
の
ひ
ろ
い
範
囲
に
お
い
て
の
み
、
労
働
者
取
締
役
は
、
労
働
生
活
の
な
か
で
生

ず
る
社
会
的
葛
藤
の
根
源
を
知
る
デ
」
と
が
で
き
、
経
営
的
社
会
労
働
を
意
味
深
く
左
右
し
う
る
の
で
あ
る
。
ハ
ウ
ツ
ク
に
よ
れ
ば
、
　
「
そ

の
所
管
形
成
そ
の
も
の
が
、
労
働
者
坂
緕
役
に
と
り
合
目
的
的
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
に
職
務
範
囲
を
限
定
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

の
間
題
の
方
が
、
よ
り
重
要
で
あ
引
」
。
そ
こ
で
、
次
節
に
お
い
て
、
労
働
者
坂
締
役
の
職
務
範
囲
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
、

実
態
に
即
し
て
み
て
み
よ
う
。
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沮…

5）14〕、13〕12〕（1〕

ホ
イ
ク
ト
は
、
労
働
者
取
締
役
を
共
同
決
定
制
度
の
機
関
（
◎
お
彗
）
と
し
て
、

＜
o
樹
－
印
．
P
O
；
ω
1
N
－
－
一

＜
o
樹
戸
顯
一
顯
一
◎
二
ω
．
曽
H
一

目
印
目
o
打
與
一
頸
．
o
二
ω
．
ω
①
．

■
與
目
o
打
”
一
苧
◎
二
ω
一
〇
〇
べ
1

規
定
し
て
い
る
。
＜
o
賞
戸
串

顯
一
〇
1
一
ω
－
～
ミ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
労
働
者
取
締
役
の
所
管
の
実
態

　
こ
こ
で
は
、
労
働
者
坂
締
役
の
実
際
に
お
け
る
所
管
範
囲
を
み
て
み
た
い
。
当
然
に
予
想
さ
れ
る
ナ
」
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
企
業
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
〕

と
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
か
か
げ
る
第
一
の
事
例
は
、
ル
ー
ル
地
方
の
あ
る
企
業
の
業
務
分
担
計
画
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
労

働
者
坂
締
役
の
職
務
範
囲
が
、
比
較
的
せ
ま
い
も
の
の
典
型
で
あ
る
。
労
働
者
坂
締
役
の
決
定
権
は
、
わ
ず
か
の
社
会
的
事
項
（
吻
g
邑
o

ぎ
o
q
o
－
彗
ま
5
の
み
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
点
に
、
ま
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
坂
締
役
会
全
体
の
職

務
事
項
か
ら
毛
、
労
働
者
坂
締
役
の
所
管
の
せ
ま
さ
が
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
い
く
つ
か
の
場
合
に
お
い
て
、
労
働
考
坂
締

役
は
所
管
外
の
聞
題
に
参
加
す
る
デ
」
と
が
で
き
る
。
す
注
わ
ち
技
術
担
当
坂
締
役
と
営
業
担
当
坂
締
役
は
、
か
れ
と
経
営
管
理
上
の
い
く

つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
嵩
事
鳶
粉
θ
糠
繁
申
苗
単
目

弓
H
寓
議
蘭
峠
嵩
義
薄

肉
H
、
嚥
糠
菌
峠
嵩
義
溝

＞
”
蝶
§
蛛
嵩
糞
漆
・
嵩
義
津
肪
＼
＼
ン
ー

12？1
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－
　
淘
譲
商
扮
怜
茸

H
一
群
毒
・
瀞
欝
・
撚
繁
溢
蘭
丙
片
o
鴎
幸
破
さ
一
鼎
詩
貫
堺
餅
商
粉
将
ぐ
一
⊂
勇
畔
議
ル
θ
軍
鱗
丙
片
o
べ
撒
熟
似
さ
滞
鍋
蟷
。

N
一
訓
湛
禰
踊
雷
囲
一
－
簿
津
諜
囲
魑
（
醸
酎
θ
繭
昨
一
淘
濠
冨
丙
）
。

ω
一
9
）
酔
融
怜
糠
θ
淘
萌
将
四
9
詞
灘
薄
一
吉
序
糠
芦
茸
叫
ぴ
踊
卦
w
誉
θ
潮
萌
帰
収
9
丙
欝
薄
。

　
　
ず
）
鴻
材
嚇
誉
謙
θ
吐
卦
。

卜
諮
嚢
・
講
玲
時
～
θ
團
茸
〉
θ
誉
＞
・
ま
蹴
。

蜆
一
糠
譜
串
曲
睾
国
魁
渕
θ
事
甫
。

9
料
洋
θ
灘
碑
。

べ
一
ユ
薄
鵡
鰻
θ
絆
料
雷
鰯
。

o
〇
一
粛
璃
・
菌
議
一
棄
藩
一
片
蒔
汽
サ
き
叫
び
掛
温
。

㊤
一
講
叶
一
諜
叶
議
粉
一
解
餅
漆
扮
一
笥
譲
薄
か
一
〔
サ
き
叫
小
倒
通
。

H
〇
一
肯
鐘
H
8
8
乃
べ
く
H
4
亭
、
員
ト
θ
賄
鴎
挙
呼
幸
浮
ψ
跡
鳩
糖
書
。

■
一
－
キ
H
8
8
乃
ベ
マ
H
ぺ
寺
、
帥
〔
坤
ダ
茸
離
議
・
昇
糖
・
葺
競
（
嵩
驚
膏
戸
宍
）
。

旨
一
ー
ヰ
岩
o
8
㍉
へ
く
H
べ
亭
、
郎
〔
沖
ぴ
苗
棄
・
愈
溺
・
粛
肖
θ
望
湖
q
（
淘
菌
・
宍
）
。

－
ω
一
－
舟
員
ト
粉
洋
餅
苗
嵜
叫
ぴ
一
脚
瀬
浮
溝
韓
軸
誕
。

昇
－
ヰ
8
o
「
べ
〈
H
4
亭
、
眞
ト
丙
諭
汁
馳
か
θ
グ
弟
幕
・
球
嚢
ま
書
・
議
嚥
爵
概
・
話
糠
話
聖
丙
針
～
じ
サ
将
5
さ
肪
輝

　
　
ヨ
一
謙
瀦
加
汽
達
、
叫
ぴ
義
運
・
爵
ψ
一
破
w
丙
雲
享
疎
一
〔
茸
叫
び
書
漫
・
き
ψ
（
気
黄
・
＞
）
。

一
仰
一
事
甫
享
θ
嚢
畑
汽
サ
き
叫
ダ
＞
栂
掛
錨
舜
Ψ
9
丙
甫
詞
姻
温
（
詞
菌
・
戸
戸
＞
）
。

12？2
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べo、｛巳oN←■．“O，01卜㍗ド■
繋
冊
議
肪
舜
呼
9
丙
堺
塒
薄
肪
戸
甜
q
ぴ
浮
欝
θ
槻
き
θ
瞬
，
取

葦
悪
彊
翁
。

（
気
薫
・
↓
一
肉
一
＞
）
。

　
　
　
■
　
溝
諸
苗
雌
嵩
講
鳶

鰯
菖
離
毒
～
ホ
θ
寓
．
暉
。

u
1
、
メ
燵
蹄
訓
沫
玲
島
§
芹
姫
H
筆
。

爵
E
繭
繁
爵
灘
。

薄
諜
婁
「
“
～
〈
丙
ψ
）
爵
E
簡
嘩
婁
－
び
）
葦
睾
・
璽
帥
雲
一
〇
）
黒
鴫
婁
一
q
）

講
婁
一
〇
q
）
普
｝
棄
漕
一
菖
｝
薄
漫
一
責
E
～
丑
×
粟
－
H
錨
事
怜
（
齢
旨
昧
・
＞
）
。

満
鴫
冒
ト
～
奇
糠
事
磯
（
幣
誉
蛛
・
＞
）
。

H
舘
溝
書
。

甫
軸
卑
国
（
悌
誉
・
5
＞
）
。

　
　
　
目
　
嚥
糠
苗
岨
淘
譲
商

導
螺
壁
隔
。

型
一
輯
謹
隔
（
嚥
糠
醸
謝
・
静
嚥
誰
剖
）
。

覇
含
～
議
斗
（
齢
誉
・
↓
）
。

講
嚥
諌
毒
（
齢
誉
・
↓
）
。

繁
貧
婁
一
①
）

繁
蕉
雲
玉
一
｛
）

薄
書
寓
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Hトー←‘
心oHo⑩ooべ㊦切ooべ①蜆トo0N一

粉
斗
。

濠
畿
～
畿
康
。

曽
計
郎
知
〈
尊
，
轟
＞
（
悌
誉
・
↓
）
。

漢
筆
睾
輯
～
酔
覇
醇
贈
。

滅
齢
・
叢
挙
睾
輯
。

型
．
輯
藤
帥
知
〈
尊
一
－
薄
掛
諜
醇
鰻
。

解
蛛

註
軍
紛
蟄
（
嚇
旨
・
■
＞
）
。

　
　
　
暑
　
速
婁
昧
笥
糞
薄

詳
糠
肺
θ
時
緬
一
断
汁
q
醸
礒
θ
議
甫
（
＊
嚢
3
θ
輯
糠
）
。

謙
艦
畑
欝
斗
。

茸
紺
θ
溝
灘
一
灘
書
時
一
H
畑
・
嚢
加
θ
甫
覇
θ
噂
属
～
繭
ψ
（
愉
誉
・
■
宍
）
。

洋
か
蒲
薄
囲
璃
が
如
〈
尊
一
H
泣
・
嚢
加
θ
＞
嵜
（
悌
誉
・
■
宍
）
。

瞳
鞘
挙
滋
時
～
井
諌
巌
齢
。

淳
辮
加
粛
誰
。
印
）
H
蟻
丙
静
q
ぴ
蒲
議
一
げ
）
耕
涛
素
融
一
〇
）
譲
潮
棄
闘
。

薄
或
型
二
糞
（
嚇
誉
・
■
肉
）
。

H
箪
｝
メ
汰
1
〈
。
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㊤
．
筥
き
一
璽
・
堵
津
幸
薄
。

　
H
〇
一
誉
｝
書
（
諒
慧
～
｝
哉
θ
幕
箒
頁
渇
義
＾
冷
》
）
。

　
H
H
一
貧
E
謙
糠
畑
θ
甫
軍
。

　
冨
．
貧
…
津
糠
泣
～
祁
θ
宍
鱗
蝶
斉
汽
珪
．
叫
ぴ
事
購
蕃
駕
。

　
お
．
＊
婁
．
嚢
き
～
鷲
糠
茜
凄
。

　
宕
一
譲
、
砥
ま
甫
（
曲
誉
・
↓
一
穴
）
。

　
嵩
－
鹸
紛
棄
令
。

　
H
⑪
一
H
事
医
幹
ホ
e
言
θ
料
．
蔓
き
き
篶
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
〕

　
つ
ぎ
に
第
二
の
事
例
と
し
て
、
あ
る
労
働
者
取
締
役
の
組
織
計
画
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
そ
の
活
動
と
責
庄
の
範
開
は
、

せ
ま
い
も
の
で
あ
る
邊
デ
」
の
労
働
者
取
締
役
の
所
管
は
、
ユ
、
工
員
の
労
務
、
2
、
職
員
の
人
事
、
3
、
社
会
制
度
、
4

門
に
大
別
さ
れ
る
。

　
H
．
H
肺
球
諜
鶏

　
　
　
＞
制
劃
夢
轟
書
・
逮
婁
茅
坤
紛
諒
津
一
H
革
手
蹄
鳶
嵩
坤
薄
争
妻
蟷
漢
李
H
革
嘉
融
。

　
N
．
暴
加
＞
胡
嘉

　
　
　
輯
蒲
一
糞
書
・
曝
婁
斎
一
H
華
寺
紛
一
挙
ψ
型
．
鴇
一
黛
糠
畑
蜂
斗
童
肩
一
薄
彗
無
斗
董
濤
。

　
ω
．
洋
粉
童
隔

や
は
り
比
較
的

、
管
理
の
四
部

1275



泌

卜

薫
搾
泣
・
洪
．
湊
事
訓
ド
図
喋
一

さ
、
崖
－
津
醇
陰
一
告
溝
き
津
一

］
H
茎
立
聞
斎
↓
1
呵
〉
、
“
、
、
一
事
鴫
坤
θ
胃
屏
H
ξ
涛
峰
一
高
貢
鳶
、
鼻
H
鎮
済
差
除
蕎
。

告
挙
驚
薫
一
砦
溝
ヨ
一

堂
康
婁
一
竃
蟄
断
一

而
；
量
ブ
H
華
映
蛛
一

、
泰
書
婁
一
暑
再
。

1276

　
双
方
の
組
織
計
画
の
あ
い
だ
に
は
、
さ
し
あ
た
り
実
質
的
な
差
異
は
な
い
。
い
ず
れ
の
労
働
者
取
締
役
も
、
杜
会
的
な
特
殊
職
務
を
担

当
し
て
い
る
、
全
く
の
人
事
の
長
の
感
が
あ
る
。
た
だ
特
色
と
い
え
ば
、
あ
と
の
事
例
に
あ
る
「
管
理
」
の
項
目
で
あ
ろ
う
。
そ
ナ
」
で
あ

げ
ら
れ
て
い
る
個
々
の
問
題
は
、
大
部
分
が
作
業
を
準
備
す
る
活
動
で
あ
り
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
興
味
な
い
も
の
だ
と
い
え
る
。
デ
」
の

点
に
り
い
て
、
ハ
ウ
ツ
ク
は
「
労
働
者
坂
締
役
の
所
管
に
お
け
る
、
質
的
に
興
味
な
い
活
動
領
域
へ
の
量
的
拡
大
」
と
い
う
表
現
を
な
し

　
　
ほ

て
い
る
。

　
な
お
ハ
ウ
ツ
ク
が
、
石
炭
業
企
業
で
お
こ
な
っ
た
イ
ソ
タ
ヴ
ユ
ー
の
内
容
は
、
た
か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
企
業
に

あ
っ
て
は
、
被
用
者
の
共
同
決
定
は
「
砂
糖
入
ピ
ソ
で
捕
え
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
一
種
の
う
る
さ
い
ハ
エ
」
と
み
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
い
う
。
あ
る
石
炭
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
総
括
支
配
人
は
、
そ
の
労
働
者
取
締
役
に
対
す
る
「
良
好
な
関
係
」
に
つ
い
て
話
し

た
が
、
労
働
者
敢
締
役
を
忙
し
く
さ
せ
、
か
つ
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
か
れ
に
カ
ネ
を
使
わ
せ
る
の
だ
と
の
べ
た
の
ち
、
率
直
に
｝
」
う
告

げ
た
と
い
わ
れ
る
。
　
「
余
病
を
併
発
し
な
い
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
労
働
者
坂
締
役
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
あ
た
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
結

局
わ
れ
わ
れ
は
、
テ
」
の
デ
」
と
の
た
め
に
、
か
れ
が
成
功
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
の
だ
L
。
　
以
上
は
極
端
な
事
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
デ
」
の
デ
」
と
は
、
態
度
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
い
か
に
被
用
者
の
共
同
決
定
が
軽
視
さ
れ
う
る
か
を
し
め
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
石
炭
業
の
場
合
、
労
働
者
坂
締
役
の
活
動
が
一
般
に
限
定
さ
れ
る
、
当
然
の
理
由
毛
あ
げ
ら
れ
う
る
。
労
働
者
坂
締
役
は
本
杜

に
い
る
。
各
所
に
分
散
し
て
い
る
鉱
山
に
は
、
鉱
山
法
に
よ
り
た
だ
ひ
と
り
責
任
を
有
す
る
経
営
支
配
人
ま
た
は
鉱
山
支
配
人
一
家
匡
争
ω
・



ぎ
手
黒
｝
彗
肇
県
膏
）
が
配
さ
れ
、
か
れ
が
管
理
を
お
こ
な
う
（
武
片
彗
）
。
む
ろ
ん
労
働
者
取
締
役
も
鉱
山
へ
代
理
者
を
派
遺
し
て
、
そ

の
影
響
力
を
つ
よ
め
う
る
し
、
ま
た
そ
う
す
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
す
で
に
石
炭
業
企
業
の
組
織
は
、
デ
」
の
か
た
ち
で
、
労
働
者
取

締
役
の
活
動
を
限
定
し
て
し
ま
う
。

　
さ
ら
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、
石
炭
業
に
お
け
る
共
同
決
定
が
、
鉱
山
事
業
主
の
因
襲
的
態
度
（
一
、
印
葦
事
、
げ
。
…
零
o
患
冒
目
冒
胴
）
に
よ
り
、

十
分
に
実
現
さ
れ
て
い
な
い
デ
」
と
で
あ
る
。
こ
の
産
業
部
門
で
は
、
労
働
者
取
締
役
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
よ
り
、
侵
入
者
と
し
て
み
ら

れ
て
い
る
。
事
態
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の
み
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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と
デ
」
ろ
で
既
述
の
よ
う
な
事
例
と
は
全
く
対
照
的
に
、
労
働
者
取
締
役
の
職
務
範
囲
が
、
比
較
的
に
は
ば
ひ
ろ
い
事
例
も
あ
る
ナ
」
と

に
、
わ
れ
わ
れ
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
か
れ
の
職
務
範
囲
は
、
一
定
の
社
会
施
設
の
管
理
と
、
付
加
的
杜
会
費
用

の
配
分
の
み
な
ら
ず
、
人
事
制
度
の
全
体
領
域
、
す
な
わ
ち
作
業
配
置
（
＞
、
げ
。
津
、
。
一
目
、
閏
け
、
）
．
災
害
防
止
．
提
案
制
度
．
教
育
訓
練
．
賃
金

制
度
・
作
業
医
療
な
ど
に
お
よ
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
ハ
ウ
ツ
ク
の
い
う
広
義
の
労
働
制
度
に
お
よ
ん
で
い
る
の
で
晦
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ

て
、
か
れ
の
い
う
広
義
の
労
働
制
度
は
、
ポ
ッ
ト
ホ
フ
や
ハ
ッ
ク
ス
の
い
う
人
事
制
度
と
同
じ
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
と
解
さ
れ
る
。
あ
る
決

定
が
労
働
力
と
い
う
生
産
要
素
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
場
合
、
つ
ま
り
生
産
過
程
に
お
け
る
従
業
員
の
立
場
と
活
動
が
、
あ
る
措
置
に
よ

り
直
接
的
に
影
響
を
う
け
る
一
切
の
場
合
に
、
労
働
者
取
締
役
は
そ
れ
ら
の
決
定
に
責
任
を
も
っ
て
参
加
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

共
同
決
定
の
最
適
な
実
現
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
労
働
者
敢
締
役
を
し
て
被
用
者
の
権
利
の
番
人
（
＝
津
。
、
匝
、
、
肉
。
。
罵
。
邑
。
、
＞
、
げ
。
津
．

目
9
旨
彗
碧
臣
ε
た
ら
し
め
る
前
提
が
、
み
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
製
鉄
所
の
経
験
報
告
」
と
い
う
副
題
の
あ
る
、
ユ
ソ
ク
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

ー
ト
の
著
書
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
事
例
を
し
め
し
て
い
る
。
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－
薄
禽
糠
泣
θ
薄
或
e
薬
e
嚢
μ
」
一
H
叢
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一
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き
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事
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泣
．
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叫
ぴ
寺
糠
蟄
昇
輔
絵
・
寺
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萬
辻
1
「
一
奇
糠
蛙
ヨ
還
撃
癖
ψ
一
〔
津
叫
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6

　
こ
の
組
織
計
画
は
、
ま
た
っ
ぎ
の
よ
う
な
組
織
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
（
図
表
参
照
）
。
労
働
者
坂
締
役
の
所
管
は
、
従
業
員
と
直
接
的
な
関

係
の
あ
る
、
す
べ
て
の
生
産
経
済
的
事
項
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
作
業
活
動
・
賃
金
決
定
・
作
業
配
置
が
、
労
働
者
坂
締
役
の
直
接
の
職
務

と
さ
れ
た
点
だ
け
か
ら
で
も
、
．
か
れ
の
職
務
解
決
は
、
は
る
か
に
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
る
テ
」
と
と
な
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
労
働
者
取
締
役
の
直
接
的
な
所
管
が
限
定
さ
れ
る
事
態
は
、
か
れ
が
、
そ
の
直
接
の
責
任
領
域
に
属
さ
な
い
事
柄
の
解
決

に
も
、
積
極
的
に
協
力
し
う
る
の
な
ら
ば
、
．
ざ
ほ
ど
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
実
態
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
。

・
王
D

　
2

　
3

　
4

　
5

　
6

次
節
に
お
い
て
、
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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．
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．
甲
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弩
．

雷
卵
目
o
ぎ
甲
寧
o
二
ω
’
ω
べ
．

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。
二
神
稿
・
ハ
ソ
ク
ス
の
人
事
政
策
諭
・
早
稲
田
商
学
一
六
六
号
。
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津
8
目
奏
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ぎ
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o
o
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．
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立
法
者
は
、
労
働
者
坂
締
役
が
包
括
的
な
共
同
決
定
（
自
昌
萱
窃
彗
宗
彗
亭
。
、
ユ
冒
昌
目
長
）
を
な
し
う
る
こ
と
を
、
根
本
的
に
み
と
め
て
い

る
。
労
働
者
取
締
役
は
直
接
の
所
管
の
ほ
か
に
、
包
括
的
な
共
同
決
定
を
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
テ
」
の
よ
う
な
共
同
決
定
の
、
実
際
上
の

可
能
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
労
働
者
坂
締
役
の
実
際
上
の
立
場
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
法
規
と
は
か
け
は
な
れ
て
い
る
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
か
れ
は
企
業

政
策
の
全
体
（
o
①
窒
旨
葦
睾
o
睾
o
巨
胃
；
げ
冒
彗
名
昌
薫
）
に
作
用
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
い
回
ナ
」
の
よ
う
な
か
た
ち
の
共
同
決
定

は
、
著
る
し
い
緊
張
状
況
を
ま
ね
く
。
そ
れ
を
あ
え
て
お
こ
な
う
労
働
者
取
締
役
は
、
大
抵
、
従
業
員
や
経
営
協
議
会
の
側
か
ら
す
ぐ
に

も
使
用
者
側
の
奴
僕
と
み
な
さ
れ
、
不
適
格
者
の
烙
印
を
お
さ
れ
る
。

　
一
体
、
労
働
者
坂
締
役
は
全
般
的
管
理
者
（
o
q
彗
①
邑
昌
彗
鍔
彗
①
呂
と
な
る
べ
き
毛
の
で
あ
る
か
。
デ
」
れ
に
対
す
る
、
　
一
般
的
な
答

え
は
、
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ま
ず
専
門
化
（
留
o
註
萎
①
昌
轟
）
と
い
う
こ
と
が
、
労
働
者
取
締
役
の
共
同
決

定
を
覆
す
□
一
実
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
ハ
ウ
ッ
ク
が
い
う
よ
う
に
、
原
則
的
に
、
専
門
化
の
た
め
に
、
労
働
者
坂
締
役
の
共
同
決
定
を
一

般
に
せ
ば
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
事
態
で
共
同
決
定
の
意
味
は
、
み
た
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
芭

　
い
ま
ひ
と
つ
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
労
働
者
取
締
役
白
身
の
あ
る
態
度
で
あ
っ
て
、
自
ら
そ
の
領
域
を
限
定
し
、
そ
の
枠
内
で
の
み
積
極

的
、
成
功
裡
に
活
動
し
よ
う
と
す
る
傾
向
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
あ
る
種
の
行
動
様
式
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
れ
は
自

己
の
領
域
に
お
い
て
は
積
極
的
で
あ
る
が
、
他
の
領
域
の
問
題
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
態
度
は
ま
た
、
当
然
な
が
ら
、
包

括
的
な
共
同
決
定
に
対
す
る
消
極
的
態
度
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
調
査
に
お
い
て
は
、
と
く
に
こ
の
よ
う
な
態
度
が
検
出
さ
れ
た
と
い

う
。
た
と
え
ば
イ
ソ
タ
ヴ
ユ
ー
で
、
労
働
者
取
締
役
は
企
業
政
策
の
一
定
の
基
本
闇
題
に
き
わ
め
て
控
え
目
な
態
度
を
し
め
し
、
そ
の
数
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遡

人
は
経
営
的
投
資
政
策
の
基
本
問
題
に
、
薦
曙
し
つ
つ
意
見
を
の
べ
た
と
い
う
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
そ
こ
は
、
所
有
者
代
表
の

御
料
地
（
U
・
婁
竃
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
労
使
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
分
を
意
識
し
、
尊
重
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
と
く
に
労
働
者
坂
締
役

が
全
般
的
問
題
に
つ
と
め
て
口
出
し
す
る
の
を
避
け
、
む
し
ろ
一
歩
退
い
て
い
る
場
合
、
た
し
か
に
企
業
に
お
い
て
、
あ
る
秩
序
は
保
た

れ
る
。
だ
が
ハ
ウ
ヅ
ク
の
批
判
す
る
よ
う
に
、
労
働
者
取
締
役
が
権
利
の
行
使
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
と
き
、
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

の
民
主
化
は
あ
り
え
な
い
。

　
被
用
者
の
共
同
決
定
は
、
企
業
の
意
思
形
成
の
円
滑
な
活
動
を
さ
ま
た
げ
る
と
い
う
主
張
が
、
所
有
者
側
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ウ

ヅ
ク
に
よ
る
と
、
そ
の
こ
と
は
共
同
決
定
の
「
制
度
」
の
せ
い
で
は
な
く
、
企
業
家
的
思
考
と
行
動
を
、
新
し
い
価
値
と
原
則
に
方
位
さ

せ
え
な
い
緒
果
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
労
働
者
取
締
役
が
狭
隆
な
所
管
活
動
の
み
を
お
こ
な
い
、
営
業
担
当
坂
締
役
と
技
術
担
当
取
締
役

が
、
前
者
の
反
対
に
遭
遇
し
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
、
意
思
決
定
を
な
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
効
果
的
な
民
主
的
企
業
体
制
も
あ
り
え
な
い

し
、
新
し
い
企
業
家
行
動
も
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）

　
ハ
ウ
ッ
ク
は
、
労
働
者
取
締
役
に
よ
る
、
包
括
的
な
共
同
決
定
の
一
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
労
働
者
坂
締
役
は
、
取
締
役
会
に
お
い

て
真
の
管
理
者
た
る
役
割
を
実
際
に
果
し
て
い
る
。
が
、
か
れ
に
と
く
に
専
門
知
識
が
あ
り
、
説
得
力
が
あ
る
せ
い
で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
か
れ
が
含
理
的
に
考
え
る
企
業
家
だ
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
か
れ
に
あ
っ
て
は
、
企
業
の
全
体
の
繁
栄
の
方
が
、
従
業
員
の
特
定
の

利
益
よ
り
も
、
大
き
い
毛
の
で
あ
っ
た
竈
そ
の
活
動
は
称
讃
さ
れ
、
人
格
も
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
特
別
な
事
例
を
別
と
す
れ
ば
、
鉄
綱
業
に
お
け
る
労
働
者
坂
締
役
の
多
数
は
、
か
れ
ら
の
同
僚
と
「
正
常
」
（
竃
量
一
）
な

関
係
に
あ
る
デ
」
と
が
し
め
さ
れ
た
。
労
働
者
坂
締
役
の
、
所
管
外
の
問
題
に
対
す
る
直
接
的
な
影
響
力
は
、
と
く
に
明
確
に
検
出
さ
れ
な

い
に
し
て
毛
、
注
目
に
価
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
デ
」
で
は
、
取
締
役
会
に
お
け
る
集
団
決
定
（
ぎ
一
冨
邑
o
塁
蓉
匡
ま
目
血
目
）
の

原
理
が
と
ら
れ
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
会
社
で
は
、
坂
締
役
会
議
長
を
お
く
テ
」
と
さ
え
、
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
実
際
に
労
働
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者
取
締
役
も
、
か
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
立
場
を
み
と
め
よ
う
と
す
る
、
営
業
担
当
坂
締
役
と
技
術
担
当
取
締
役
の
誠
実
な
努
力
を
指
摘
し
て

い
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
両
者
聞
に
意
見
の
食
い
ち
が
い
が
生
せ
ず
、
摩
擦
が
お
こ
ら
な
い
二
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
使
用
者
側
は
、
そ
の
際
に
、
労
働
者
取
締
役
の
創
意
と
力
を
阻
止
し
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
竈
も
し
阻
止
を
ナ
」
〔

ろ
み
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
デ
」
と
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
労
働
者
坂
締
役
の
報
告
に
よ
る
と
、
か
れ
は
「
包
括
的
」
な

方
法
で
、
経
営
管
理
に
積
極
的
に
参
加
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
だ
が
テ
」
れ
は
、
か
れ
が
あ
る
意
味
で
貝
に
見
え
な
い
戦
線
と
対
峠

す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
れ
は
あ
か
ら
さ
ま
な
抵
抗
を
全
く
感
知
し
な
い
け
れ
ど
も
、
同
僚
の
消
極
的
態
度
を
感
ず
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
状
況
は
、
公
然
た
る
衝
突
よ
り
も
、
始
末
の
わ
る
い
も
の
だ
と
い
う
。

　
あ
る
労
働
者
坂
締
役
の
指
摘
に
よ
る
と
、
実
際
の
共
同
決
定
事
象
を
考
察
す
る
人
は
、
誠
実
な
協
力
者
と
い
う
外
的
徴
候
を
過
大
評
価

す
る
こ
と
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
取
締
役
の
包
括
的
な
共
同
決
定
は
、
か
れ
の
士
気
沮
喪
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
え
ら

れ
る
。

　
た
と
え
ば
労
働
者
坂
締
役
は
、
ど
の
程
度
の
規
模
の
ス
タ
ッ
フ
を
も
ち
う
る
か
む
か
れ
の
ス
タ
ッ
フ
の
規
模
は
、
か
れ
の
活
動
の
程
度

を
知
る
、
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
石
炭
業
企
業
の
労
働
者
坂
締
役
は
、
た
っ
た
ひ
と
り
の
秘
書
（
ω
艮
曇
萱
冒
）
を
つ
け

て
も
ら
う
の
に
、
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
被
用
者
の
共
同
決
定
に
つ
い
て
、
所
有
者
代
表
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
鉄
綱
業
に
お
い
て
、
意
見
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い

る
。
質
問
さ
れ
た
所
有
者
代
表
の
多
数
は
、
労
働
者
取
締
役
の
活
動
を
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
、
結
局
に
お
い
て
有
益
だ
と
す
る
意
見
で
あ

っ
た
。
か
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
共
同
決
定
の
な
か
に
は
、
杜
会
当
事
者
の
あ
い
だ
の
討
議
の
反
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
と
客
観
化
（
要
葦
8
一
畳
・

ω
雪
§
o
目
…
o
＜
實
窒
o
；
o
＝
…
o
q
o
雪
o
鶉
肩
ぎ
ぎ
ミ
ぎ
ぎ
目
o
昌
ω
o
註
冨
暮
篶
旦
の
可
能
性
が
、
見
出
さ
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
共
同
決
定
は
「
調
整
の
機
関
」
（
◎
お
竃
宗
ω
＞
冨
O
目
匡
9
ω
）
で
あ
る
。
責
任
感
の
つ
よ
い
、
企
業
の
利
害
に
感
受
カ
の
あ
る
、
専
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門
的
に
毛
す
ぐ
れ
た
人
が
、
共
同
決
定
の
代
表
に
選
ば
れ
る
恋
ら
ば
、
こ
の
調
整
機
能
は
果
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
デ
」
の
よ
う
な

多
数
の
意
見
に
対
し
て
、
二
人
の
所
有
者
代
表
は
、
遠
慮
勝
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
消
極
的
意
見
を
の
べ
た
。
そ
の
ひ
と
り
に
よ
る
と
、
共

同
決
定
は
会
社
法
に
合
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
共
同
決
定
法
は
ひ
と
つ
の
政
略
で
あ
り
、
会
杜
法
を
適
切
に
改
正
せ
ず
し
て
、
そ
れ
に
添

加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
、
被
用
者
の
共
同
決
定
の
挫
折
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
体
制
（
ω
畠
邑
き
『
雲
竃
握
）
に
原
因
が

あ
る
”
杜
会
体
制
の
基
本
構
造
は
、
共
同
決
定
の
導
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
変
革
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
変
革
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

か
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
杜
会
体
制
な
る
も
の
は
、
明
確
な
戦
線
、
敵
対
関
係
の
考
え
に
立
脚
し
て
お
り
、
共
同
決
定
と
矛
盾
す
る
も
の
で

あ
り
、
共
同
決
定
は
阻
止
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
。
も
ち
ろ
ん
ハ
ウ
ッ
ク
は
こ
の
意
見
に
批
判
的
で
あ
っ
て
、
被
用
者
の
共
同
決
定

が
新
し
い
理
念
に
し
た
が
っ
て
社
会
構
造
を
形
成
す
る
任
務
を
も
ち
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
ふ
る
い
階
級
斗
争
観
を
棄
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
を
洞
察
し
て
い
な
い
と
す
る
。

。
こ
の
、
一
よ
う
な
意
見
を
い
だ
く
人
は
、
労
働
者
坂
締
役
の
活
動
に
、
懐
疑
を
も
つ
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
か
れ
の
経
営
管
理
に
対

す
る
包
着
約
参
加
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
所
有
者
代
表
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
認
識
し
・
一
｛
う
と
し
な
か
っ
た
し
、
全
く
必
要
な
い
と
さ
え

考
え
て
小
た
。
労
働
者
取
締
役
は
ネ
、
の
所
管
内
で
十
分
急
が
し
い
筈
だ
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
し
た
が
え
ば
、
根
本
的
に
、

労
働
著
坂
締
役
の
機
能
に
対
す
る
、
か
れ
ら
の
消
極
的
態
度
は
、
共
同
決
定
思
考
の
「
論
理
的
弱
点
一
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
と
に

か
く
、
共
同
決
定
が
機
能
し
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に
、
こ
の
非
論
理
的
秩
序
の
な
か
で
活
動
し
て
い
る
、
理
性
的
人
闇
の
た
め
で
あ
る
。

　
あ
る
鉄
綱
大
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
の
坂
締
役
会
議
長
に
よ
る
と
、
労
働
者
坂
締
役
が
そ
の
所
管
を
こ
え
て
、
共
同
決
定
を
な
し
う
る
の
は
、

例
外
的
な
場
合
に
す
ぎ
な
い
。
き
わ
め
て
ま
れ
な
場
合
に
の
み
、
か
れ
は
「
企
業
家
特
性
」
（
G
巨
①
；
9
昌
害
O
嘗
鶉
O
ぎ
｛
一
）
を
も
ち
う
る

に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
労
働
者
坂
締
役
が
自
ら
を
所
管
活
動
に
の
み
限
定
す
る
と
、
　
「
理
性
的
」
な
男
だ
と
い
わ
れ
る
筍

　
石
炭
業
に
お
け
る
事
態
は
も
っ
と
悪
く
、
労
働
者
坂
締
役
が
所
管
を
こ
え
て
、
積
極
的
に
共
同
決
定
を
な
し
う
る
の
は
、
き
わ
め
て
ま
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3
5
一

れ
な
場
合
で
あ
る
。
石
炭
業
に
お
け
る
労
働
者
坂
締
役
の
共
同
決
定
は
、
適
切
な
状
況
か
ら
比
較
的
か
け
は
な
れ
て
い
る
こ
と
が
、
一
般

的
に
確
認
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
直
接
的
な
職
務
範
囲
の
限
定
に
と
っ
て
も
い
い
う
る
。
ヂ
」
デ
」
で
も
や
は
り
、
所
有
者
側
の
意
見
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
鉱
山
事
業
主
に
よ
る
と
、
そ
の
支
配
会
社
の
労
働
者
取
締
役
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
仕
事
し
か
し
て
い
な
い
と

い
う
。
各
鉱
山
支
配
人
は
独
立
し
て
お
り
、
ひ
と
り
だ
け
で
責
任
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
取
締
役
に
情
報
を
与
え
、

か
れ
の
助
言
を
き
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
ま
た
ど
の
く
ら
い
の
間
隔
で
、
坂
締
役
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
。
そ
デ
」
で

は
、
協
議
は
な
る
ほ
ど
定
期
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
秘
密
事
項
の
討
議
に
は
、
労
働
者
取
締
役
は
は
ず
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

と
い
う
。
そ
の
内
容
が
秘
密
に
さ
れ
る
保
障
は
、
必
ず
し
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
鉱
山
事
業
主
の
語
に
よ
る
と
、
労
働
者
坂

締
役
を
ス
キ
ッ
プ
す
る
方
途
が
と
ら
れ
る
百
つ
ま
カ
裏
面
工
作
（
旨
菱
甘
ま
算
g
；
冒
）
が
必
要
で
あ
る
。
監
査
役
会
会
長
、
坂
締
役
会
議

長
と
労
働
組
合
委
員
長
の
あ
い
だ
で
、
実
質
的
間
題
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
つ
ね
に
穏
便
で
、
理
性
的

な
一
致
が
え
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
協
議
の
結
果
が
、
労
働
組
合
委
員
長
を
通
じ
て
、
労
働
者
取
締
役
と
、
監
査
役
会
の
被
用
者

代
表
に
伝
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ず
っ
と
こ
れ
ま
で
承
認
さ
れ
て
い
た
方
法
だ
と
い
う
。

　
ま
た
別
の
鉱
山
事
業
主
は
、
労
働
者
坂
締
役
の
活
動
を
、
無
条
件
に
、
部
分
領
域
に
限
定
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
。
要
は
そ
の
人
的
資

質
に
ょ
る
。
そ
の
事
業
主
の
話
に
よ
る
と
、
あ
る
労
働
者
取
締
役
を
任
命
す
る
直
前
に
、
こ
の
職
位
か
ら
坑
夫
頭
（
ω
o
琴
孝
曽
音
尋
）
に

の
び
る
命
令
経
路
が
変
更
さ
れ
、
両
者
間
の
直
接
的
接
触
を
困
難
に
す
る
手
筈
が
と
ら
れ
た
と
い
う
何

　
こ
の
業
界
の
あ
る
著
名
な
人
物
に
よ
る
と
、
企
業
に
お
け
る
被
用
者
の
共
同
決
定
の
問
題
性
は
、
一
方
で
労
働
組
合
側
が
そ
れ
を
経
営

外
的
共
同
決
定
導
入
の
橋
頭
保
と
考
え
な
が
ら
、
他
方
で
は
個
々
の
労
働
者
坂
締
役
が
結
局
ま
す
ま
す
そ
の
所
有
者
的
側
面
と
自
己
矛
盾

す
る
こ
と
に
あ
る
。
劣
働
者
取
締
役
が
責
任
あ
る
取
締
役
と
し
て
考
え
、
行
動
す
。
る
か
ぎ
り
、
か
れ
に
他
の
選
択
は
あ
り
え
な
い
、
と
。

ソ
」
の
人
物
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
見
解
を
も
あ
き
ら
か
に
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
坂
締
役
の
職
位
は
、
。
、
そ
れ
が
実
質
的
に
新
し

i28フ
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い
坂
締
役
職
務
を
果
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
ら
、
無
用
の
長
物
で
あ
る
、
と
。

役
（
ω
o
曇
曇
篶
奉
實
）
な
い
し
人
事
管
理
者
（
雰
畠
o
量
＝
等
g
が
い
た
で
は
な
い
か
、
と
。

つ
ま
り
　
産
業
に
は
す
で
に
、

社
会
取
締

1288

　
以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
同
一
制
度
が
問
題
で
あ
り
な
が
ら
も
、
実
際
の
状
況
に
は
著
る
し
い
差
異
が
あ
る
。
デ
」

れ
は
、
石
炭
業
と
鉄
綱
業
を
比
較
し
て
も
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ハ
ウ
ッ
ク
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
石
炭
業
に
お
け
る
被
用
者
の
共

同
決
定
と
、
鉄
綱
業
の
そ
れ
は
、
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
法
律
事
態
が
聞
題
で
は
あ
る
が
、
両
産
業
部
門
に
お
い
て
、
共

同
決
定
雅
円
滑
に
機
能
す
る
が
た
め
の
、
実
際
的
前
提
は
異
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
、
石
炭
業
は
鉄
綱
業
よ
り
も
保
守
的
で
あ
る
。
さ

ら
に
鉱
山
法
の
諸
規
定
が
、
各
鉱
山
の
責
任
領
域
を
坂
り
締
り
、
労
働
者
坂
締
役
の
直
接
的
な
指
示
権
を
阻
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

ハ
ウ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
鉱
山
事
業
主
は
、
鉄
綱
業
の
坂
締
役
よ
り
も
、
新
し
い
秩
序
観
念
に
馴
れ
難
い
企
業
家
類
型
（
；
薄
篶
匡
曇
ξ
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
3
〕

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
労
働
者
取
締
役
の
共
同
決
定
は
、
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
共
同
決
定
は
、
の
こ

り
の
取
締
役
の
性
格
・
見
識
・
意
思
に
も
よ
る
。
加
う
る
に
、
営
業
担
当
坂
締
役
と
技
術
担
当
坂
締
役
の
、
資
本
所
有
者
や
コ
ン
ツ
ェ
ル

ソ
支
配
者
に
対
す
る
関
係
も
、
ま
た
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
依
存
・
支
配
関
係
は
、
白
立
心
の
開
花
を
萎
え
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
営
業
担
当
取
締
役
な
い
し
技
術
担
当
取
締
役
が
、
内
心
で
は
被
用
者
の
共
同
決
定
の
理
念
に
共
鳴
し
、
そ
れ
を
杜
会
政
策

の
有
用
な
手
段
と
み
た
と
し
て
も
、
石
炭
業
ま
た
は
鉄
綱
業
の
支
配
代
理
人
た
る
立
場
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　
と
テ
」
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
一
．
頂
点
に
対
す
る
関
係
L
は
、
所
有
者
代
表
の
側
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
坂
締
役
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

か
れ
は
直
接
的
か
澗
接
的
に
か
、
労
働
組
合
の
影
響
下
に
あ
り
、
ま
大
そ
う
し
た
事
態
は
、
必
ず
し
も
望
ま
し
く
な
い
こ
と
で
は
な
い
。



げ
れ
ど
も
労
働
者
取
締
役
に
と
っ
て
、
な
に
も
の
に
毛
さ
ま
た
げ
ら
れ
ず
に
、
そ
の
杜
会
的
職
務
を
遂
行
す
る
と
き
、
労
働
組
合
か
ら
一

定
の
距
離
＾
目
眈
一
竃
き
；
轟
く
§
o
彗
o
H
雰
o
ぎ
昼
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
注
ω
　
■
彗
O
ぎ
與
一
牢
O
二
ω
一
お
一

　
　
ω
　
匡
四
暮
ぎ
頸
一
撃
O
二
ω
一
9
一

　
　
㈹
　
葭
両
；
ぎ
與
一
頸
一
〇
二
ω
一
轟
一

　
　
ω
　
赤
イ
ク
ト
の
調
査
に
よ
る
と
、
労
働
考
取
縞
役
の
職
位
に
就
い
て
い
る
人
物
は
、
通
常
、
以
前
に
な
ん
ら
か
の
組
合
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て

　
　
　
お
り
、
こ
の
職
位
に
就
い
て
の
ち
も
、
例
外
な
く
、
組
合
員
た
る
こ
と
を
止
め
て
い
な
い
（
＜
o
置
戸
碧
苧
o
二
ω
一
N
8
、
）
。
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